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 １.平成26年３月期第３四半期の連結業績（平成25年４月１日～平成25年12月31日）

 (1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

26年３月期第３四半期

25年３月期第３四半期

（注）包括利益 26年３月期第３四半期 百万円（279.7％） 25年３月期第３四半期 百万円（△32.0％）

円 銭 円 銭

26年３月期第３四半期

25年３月期第３四半期

 (2) 連結財政状態

百万円 百万円 ％

26年３月期第３四半期

25年３月期

（参考）自己資本 26年３月期第３四半期 百万円 25年３月期 百万円

 ２.配当の状況

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

25年３月期 6 00 6 00 00

26年３月期 6 00

26年３月期（予想） 6 00 00

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無　：　無

 ３.平成26年３月期の連結業績予想（平成25年４月１日～平成26年３月31日）

（％表示は、対前期増減率）

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無　：　有
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 ※　注記事項

 (1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 : 有

　（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）

新規　２社（MTPCホールディングス　カナダ社、メディカゴ社）

 (2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 : 無

 (3）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

　①　会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 : 無

　②　①以外の会計方針の変更 : 有

　③　会計上の見積りの変更 : 有

　④　修正再表示 : 無

 （注）「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」第10条の5に該当する変更を行っております。

  詳細は、【添付資料】８ページ「２.サマリー情報（注記事項）に関する事項（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表

  示」をご覧ください。

 (4)発行済株式数（普通株式）

　①期末発行済株式数（自己株式を含む） 株 株

　②期末自己株式数 株 株

　③期中平均株式数（四半期累計） 株 株

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示

　この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算

　短信の開示時点において、四半期連結財務諸表に対する四半期レビュー手続が実施中です。

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

  本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的

　であると判断する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありませ

　ん。また、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条

　件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、【添付資料】７ページ「１．当四半期決

　算に関する定性的情報（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明」をご覧ください。
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１．当四半期決算に関する定性的情報 

（１）経営成績に関する説明 

（全般の概況）  

当第３四半期連結累計期間（平成 25年４月 1日～平成 25年 12月 31日：以下同じ）における

当社グループの事業環境は、機能商品分野及び素材分野においては、海外における景気回復の弱

さや先行きに対する懸念を背景に、中国や欧州等の海外需要に本格的な回復がみられませんでし

た。一方、国内では、金融・財政政策等により、円高が修正され輸出環境が改善したことに加え、

国内需要が緩やかな回復基調で推移しました。また、ヘルスケア分野においては、海外に導出し

た製品は好調に推移したものの、国内ではジェネリック医薬品の市場拡大等による影響を受け、

環境は厳しさを増しています。 

このような状況下、当社グループの当第３四半期連結累計期間の売上高は２兆 4,816億円（前

年同期比 1,758億円増（+7.6%））となりました。利益面では、タッチパネルを中心とするディス

プレイ関連製品等の堅調な需要及びコストの削減に加え、円安の寄与もあり、営業利益は 878億

円（同 143 億円増（+19.4%））、経常利益は 844 億円（同 142 億円増（+20.3%））となり、四半期

純利益は、医薬品事業におけるレミケード仲裁裁定に伴う特別利益の計上等により、374億円（同

282 億円増（+308.0%））となりました。 

 

（分野別の概況） 

機能商品分野 

① エレクトロニクス・アプリケーションズセグメント 

(記録材料、電子関連製品、情報機材) 

記録材料は、欧州経済の回復の遅れ等により、総じて販売数量が減少したことに加え、主とし

て外付けハードディスクの販売価格が低下したこと等により、売上げは減少しました。電子関連

製品は、ディスプレイ材料及び LED向け蛍光体の販売数量は増加したものの、販売価格が低下傾

向にあることに加え、半導体向けの精密洗浄・ウエハー再生等の事業が低調に推移したこと等に

より、売上げは減少しました。情報機材は、OPC及びトナーの需要は概ね横ばいであったものの、

円安の影響等により、売上げは増加しました。 

 

以上の結果、当セグメントの売上高は 856 億円（前年同期比 32 億円減（△3.6%））となり、営

業利益は、43億円の損失(同 11億円の損失増（-））となりました。 

 

当第３四半期連結累計期間に当セグメントにて実施又は発生した主な事項は、以下の通りです。 

・三菱化学㈱が、パイオニア㈱（本社：神奈川県川崎市）とともに、有機 EL 照明パネルの用途

開発及び市場開拓を加速するため、同事業における両社の販売・マーケティング機能を統合し

MCパイオニア OLEDライティング㈱（本社：東京都新宿区）を設立。（６月） 

・三菱化学㈱が、パイオニア㈱とともに、下地層に加えて発光層まで塗布プロセスで成膜するこ
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とにより製造コストを大幅に低減した、有機 EL 照明モジュール（白単色型）のサンプル出荷

の開始を発表。（９月） 

 

② デザインド・マテリアルズセグメント 

(食品機能材、電池材料、精密化学品、樹脂加工品、複合材、無機化学品、化学繊維) 

食品機能材は、順調に推移しました。電池材料は、総じて販売価格が低下したものの、自動車

用電池向けの販売数量が増加傾向にあり、売上げは増加しました。精密化学品は、自動車向けコ

ーティング材料等の需要が堅調に推移し、売上げは増加しました。樹脂加工品は、一般用ポリエ

ステルフィルムの海外需要が低調に推移し、また、2012 年 12 月に管材事業を譲渡した影響があ

りましたが、フラットパネルディスプレイ向けフィルムの販売が概ね堅調に推移したことに加え、

タッチパネル向けフィルムの需要が好調に推移したこと及び円安の影響により、売上げは増加し

ました。複合材のうち、アルミナ繊維の販売は順調に推移し、炭素繊維は、需要が回復基調にあ

り販売数量が増加したことに加え、円安の影響もあり、売上げは大幅に増加しました。無機化学

品は、需要が回復傾向に推移したことに加え、原料価格の上昇に伴う販売価格の是正により、売

上げは増加しました。化学繊維は、販売が堅調に推移したことに加え、円安の影響もあり、売上

げは大幅に増加しました。 

 

以上の結果、当セグメントの売上高は 5,584 億円（前年同期比 428 億円増（+8.3%））となり、

営業利益は、337億円（同 167億円増（+98.2%））となりました。 

 

当第３四半期連結累計期間に当セグメントにて実施又は発生した主な事項は、以下の通りです。 

・三菱レイヨン㈱が、たばこフィルター用のアセテート・トウ事業において国際的に競争力の高

い生産体制を構築するため、同社の製造子会社である富山フィルタートウ㈱について、その株

式の一部をダイセル㈱（本社：大阪府大阪市）に譲渡し、同社との合弁会社としたことを発表。

（５月） 

・三菱樹脂㈱が、同社の子会社で、エンジニアリングプラスチック製品事業を世界展開している

クオドラント社（本社：スイス・レンツブルグ市）について、同社の持株会社の発行済株式の

50％を買い取り、完全子会社としたことを発表。（５月） 
・三菱レイヨン㈱が、中国において、膜分離活性汚泥法（MBR）を中心とする産業排水処理技術    

の確立を図るとともに、家庭用浄水器向けの最適な濾過材料等の開発を進めるため、浙江清華

長三角研究院（所在地：中国・浙江省）との共同研究開発拠点を設立したことを発表。（６月） 
・三菱化学㈱が、三養社（本社：韓国・ソウル市）と、アジアにおけるイオン交換樹脂事業の強

化を図るため、韓国において同事業の製造合弁会社を設立することに合意。（７月） 
・三菱レイヨン㈱が、アクア事業の強化・拡大を図るため、地下水を飲料水に変える膜ろ過シス

テムの製造・販売及びメンテナンスを行う㈱ウェルシィ（本社：東京都千代田区）の株式を取

得し、同社を連結子会社としたことを発表。（11月、12月） 
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・三菱樹脂㈱が、共押出多層フィルム「ダイアミロンⓇ」について、食品やメディカル用途向け

のより高品質な製品の生産体制を拡充するため、同社の浅井工場（所在地：滋賀県長浜市）内

にクリーンルームを備えた製造設備を増設することを発表。（12月） 

・三菱樹脂㈱が、中国において、ポリエステルフィルムを加工し、液晶テレビの偏光板向け離型

フィルム等を製造・販売する拠点として、三菱樹脂光学薄膜（無錫）社（本社：中国・江蘇省）

を設立したことを発表。（12月） 

・三菱化学㈱が、同社の子会社である中央理化工業㈱と日本化成㈱について、スペシャリティケ

ミカルズ分野での連携を強化するため、中央理化工業㈱を完全子会社とすることを決定すると

ともに、日本化成㈱の株式を追加取得したことを発表。（12月） 

 

ヘルスケア分野 

ヘルスケアセグメント 

(医薬品、診断製品、臨床検査、製剤材料) 

医薬品は、抗ヒトTNFαモノクローナル抗体製剤「レミケード」の売上げ拡大や関節リウマチ

治療剤「シンポニー」等の新製品の寄与に加え、多発性硬化症治療剤のロイヤリティ収入の増加

があったものの、ジェネリック医薬品の影響拡大による長期収載品の販売数量の減少や一部事業

の提携解消等の影響もあり、売上げは前年同期並みとなりました。診断製品及び臨床検査は、創

薬支援事業での販売減少はあったものの、診断検査事業での販売増加により売上げは増加しまし

た。製剤材料は、平成25年３月に連結子会社としたクオリカプス㈱の業績を当期第２四半期から

取り込み、売上げを計上しています。 

 

以上の結果、当セグメントの売上高は 4,057億円（前年同期比 125億円増（+3.2%））となりま

したが、営業利益は、円安による輸入商品の仕入原価増加等により、629億円（同 13億円減（△

2.0%)）となりました。 

 

当第３四半期連結累計期間に当セグメントで実施又は発生した主な事項は、以下の通りです。 

・当社が、健康ライフコンパス㈱を設立し、ドラッグストアで健康状態を手軽にセルフチェック

できるサービス「じぶんからだクラブTM」を同社にて開始したことを発表。（４月） 
・田辺三菱製薬㈱が、選択的β1遮断薬「メインテートⓇ錠」について、頻脈性心房細動への効能・

効果の追加承認を取得。（６月） 
・三菱化学メディエンス㈱が、創薬支援事業のグローバル展開を目的として、国際共同治験対応

の基盤を強化するため、Laboratory Corporation of AmericaⓇ Holdings社（本社：米国・ノ

ースカロライナ州）と協業することを発表。（６月） 
・田辺三菱製薬㈱が、同社が創製した勃起不全治療薬「TA-1790」について、導出先の Vivus 社

（本社：米国・カリフォルニア州）が欧州における販売承認を取得したことを発表。（６月） 
・田辺三菱製薬㈱が、事業構造改革の一環として、田辺三菱製薬工場㈱の５製造拠点を２拠点に
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集約することを決定し、それに伴い同社の足利工場（所在地：栃木県足利市）を譲渡する旨の

基本合意書をシミックホールディングス㈱（本社：東京都品川区）と締結したことを発表。 
（８月） 

・田辺三菱製薬㈱が、同社の子会社である天津田辺製薬社（本社：中国・天津市）及びタナベ イ
ンドネシア社（本社：インドネシア・ジャカルタ首都特別州）において、生産能力の増強と各

国の新 GMP（医薬品等の製造品質基準）への対応を目的とし、新たに製剤棟を建設することを

発表。（８月、９月） 
・田辺三菱製薬㈱が、Janssen Biotech社（本社：米国・ペンシルベニア州）から供給を受け国

内で販売する抗ヒトTNFαモノクローナル抗体製剤「レミケードⓇ点滴静注用 100」について、

供給価格を低減すべきとの仲裁裁定を国際商業会議所より受領し、同裁定に基づき、同社から

2008 年４月１日以降の購入価格の精算分を含む裁定金約 117 百万米ドルを受領したことを発

表。（８月） 
・田辺三菱製薬㈱が、ワクチン領域でのパイプライン強化とグローバル市場への展開を図るため

植物由来ウイルス様粒子ワクチンの独自技術を有するメディカゴ社（本社：カナダ・ケベック

市）の株式の 60％を取得し、同社を Philip Morris Investments 社（本社：オランダ・ベル

ヘンオプゾーム市）との合弁会社として共同で運営することを発表。（９月） 
・田辺三菱製薬㈱及び同社の子会社である㈱バイファが、「メドウェイ注５％」及び「メドウェ

イ注 25％」に関する薬事法違反について、厚生労働大臣より行政処分を受けた。（９月） 
・田辺三菱製薬㈱が、第一三共㈱（本社：東京都中央区）と共同販売する２型糖尿病治療剤「テ

ネリアⓇ錠 20mg」について、製造販売承認事項の一部変更承認を取得し、既存のすべての経口

血糖降下薬及びインスリン製剤との併用療法が可能になったことを発表。（12月） 
 
素材分野 

① ケミカルズセグメント 

(基礎石化製品、化成品、合成繊維原料、炭素製品) 

石油化学製品の基礎原料であるエチレンの生産量は、前年同期と比べ定期修理の規模が拡大し

たこと等により、82 万トンと前年同期を 2.0％下回りました。基礎石化製品及び化成品は、需要

が回復傾向に推移したことに加えて、原燃料価格上昇を受け販売価格の是正を実施したこと等に

より、売上げは大幅に増加しました。合成繊維原料のテレフタル酸は、供給能力の増加等による

軟調な需給バランスを背景に市況が低迷したものの、インドにおける販売数量の増加に加え、円

安の影響もあり、売上げは大幅に増加しました。炭素製品のうちコークスは、販売は概ね堅調に

推移しましたが、原料炭価格の低下に伴う販売価格の低下により、売上げは大幅に減少しました。 

 

以上の結果、当セグメントの売上高は 7,071億円（前年同期比 413億円増（+6.2%））となり、

営業利益は、固定費の減少があったものの、石油化学関連製品における原料と製品の価格差の

悪化等により若干の改善に留まり、11億円の損失（同 13億円の損失減（-））となりました。 
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当第３四半期連結累計期間に当セグメントで実施又は発生した主な事項は、以下の通りです。 

・三菱化学㈱が、旭化成ケミカルズ㈱（本社：東京都千代田区）とともに、両社が一体運営して

いる水島地区のエチレンセンターについて、最適生産体制による効率的な事業運営を確立する

ため、三菱化学㈱の設備に集約し共同運用すること等を前提として、検討を進めることを発表。

（８月） 
 

② ポリマーズセグメント 

(合成樹脂) 

合成樹脂は、海外需要が低調に推移する中で MMA モノマーの販売数量は減少したものの、ポ

リオレフィンの国内需要が回復基調で推移したことに加え、総じて原燃料価格の上昇を受け販

売価格を是正したこと及び円安の寄与により、売上げは増加しました。 

 

以上の結果、当セグメントの売上高は 5,797億円（前年同期比 732億円増（+14.5%））となり

ましたが、営業利益は、自動車向けを中心に機能性樹脂の需要が堅調に推移したものの、MMA

モノマー等における原料と製品の価格差の縮小により、８億円の損失（同 13億円減（-））とな

りました。 

 

当第３四半期連結累計期間に当セグメントで実施又は発生した主な事項は、以下の通りです。 

・三菱化学㈱が、北米における自動車産業向けの機能性樹脂事業の基盤を強化するため、Comtrex

社（本社：米国・ミシガン州）から樹脂コンパウンド事業を買収したことを発表。（４月） 

・三菱化学㈱及び同社子会社である日本ポリケム㈱が、ポリプロピレンコンパウンド関連事業に

ついて、国内外の一体運営によるグローバル市場への事業拡大を目的として、JNC㈱（本社：

東京都千代田区）とともに、両社グループが保有する同事業を日本ポリプロ㈱へ譲渡し統合す

ることを発表。（４月） 

・三菱化学㈱が、海外における機能性樹脂事業の統括会社として、欧州に三菱化学パフォーマン

スポリマーズ・ヨーロッパ社（本社：オランダ・レイスウェイク市）を、中国に三菱化学功能

塑料（中国）社（愛普科精細化工（蘇州）社から改称、本社：中国・蘇州市）を設立したこと

を発表。（10月） 

・三菱レイヨン㈱が、同社の子会社であるルーサイト・インターナショナル・ケミカル・インダ

ストリー（中国）社（本社：中国・上海市）において、MMA モノマーの製造設備の増設を決定

したことを発表（生産能力：年産 93,000トンから年産 175,000トンへ増強）。（10月） 

 

その他 

(エンジニアリング、運送及び倉庫業他) 

エンジニアリング事業及び物流事業は、外部受注が大幅に減少しましたが、上記以外の事業

における円安の影響等もあり、売上げは増加しました。 
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以上の結果、当セグメントの売上高は 1,451億円（前年同期比 92億円増（+6.8%））となりま

したが、営業利益は、21億円（同 15億円減（△41.7%））となりました。 

 

グループ全般 

当第３四半期連結累計期間に当社グループ全般で実施又は発生した主な事項は、以下の通り

です。 

・当社が、当社の関連会社である大陽日酸㈱（本社：東京都品川区）との間で、産業ガス関連事

業における協業や販売チャネルの相互活用等によるシナジー効果の創出を図るため、資本業務

提携契約を締結し、同社への当社グループの出資比率を最大 27％程度に高めることを発表。 
（９月） 
 

（２）財政状態に関する説明 

当第３四半期末の総資産は、円高の修正に伴い在外連結子会社の資産の円貨換算額が増加した

こと等により、３兆 5,123億円（前期末比 2,045億円増）となりました。 

 

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明 

通期連結業績予想は、当第３四半期連結累計期間の業績動向に加え、第４四半期連結会計期間

において合成繊維原料、MMA 等の石油化学関連製品の市況が前回発表時の想定を下回ると見込ま

れることや、一部製品の原料価格の上昇が見込まれることなどから、営業利益、経常利益、当期

純利益ともに平成 25 年 10 月 31 日発表予想を下回る見込みとなりました。 

そのため、平成 25年 10月 31日に公表しました平成 26年３月期の通期連結業績予想を下記の

通り修正いたします。 

 

  ①通期連結業績予想の修正（平成 25年４月１日～平成 26年３月 31日） 

  単位 売上高 営業利益 経常利益 
当期 

純利益 

1株当り 

当期純利益 

前 回 発 表 予 想 (Ａ) 百万円 3,500,000 133,000 125,000 46,000 31円 23銭 

今 回 修 正 予 想 (Ｂ) 百万円 3,500,000 110,000 100,000 28,000 19円 01銭 

増  減  額 (Ｂ－Ａ) 百万円 － △23,000 △25,000 △18,000      

増    減    率 ％ － △17.3 △20.0 △39.1      

（ご参考）前期実績 

（平成 25年３月期） 
百万円 3,088,577 90,241 87,054 18,596 12円 61銭 

 

なお、上記の予想は、本資料の発表日現在において入手可能な情報及び将来の業績に影響を与

える不確実な要因に係る本資料発表日現在における仮定を前提としています。実際の業績は、今

後様々な要因によって大きく異なる結果となる可能性があります。 
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２．サマリー情報（注記事項）に関する事項 

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 

（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） 

当社は、当第３四半期連結累計期間において、当社の連結子会社である田辺三菱製薬㈱が新た

に設立した MTPC ホールディングス カナダ社および、同社により株式を取得した、メディカゴ

社を連結の範囲に含めております。 

 

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 

該当事項はありません。 

 

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

 （会計上の見積りの変更と区別することが困難な会計方針の変更） 

①重要な減価償却資産の減価償却の方法の変更 

従来、当社、ヘルスケアセグメントのうち田辺三菱製薬㈱及び同社の国内連結子会社、ケミカ

ルズ及びポリマーズセグメントの国内連結子会社（三菱レイヨン㈱及び同社の子会社を除く）並

びに在外連結子会社は有形固定資産の減価償却方法について、主として定額法を採用しておりま

した。一方、その他の国内連結子会社については、主として定率法を採用していましたが、第１

四半期連結会計期間より定額法に変更しております。 

この結果、従来の方法によった場合に比べて、当第３四半期連結累計期間の営業利益は 8,942

百万円増加し、経常利益及び税金等調整前四半期純利益はそれぞれ 9,086百万円増加しておりま

す。なお、セグメント情報に与える影響については、（セグメント情報等）に記載しております。   
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３．四半期連結財務諸表 

（１）四半期連結貸借対照表  

(単位：百万円)

前連結会計年度

(平成25年３月31日)

当第３四半期連結会計期間

(平成25年12月31日)

資産の部

　流動資産

　　現金及び預金 115,980 142,014

　　受取手形及び売掛金 588,208 647,428

　　有価証券 84,993 69,643

　　商品及び製品 340,313 354,478

　　仕掛品 26,836 35,576

　　原材料及び貯蔵品 179,816 185,663

　　その他 122,508 114,759

　　貸倒引当金 △1,996 △1,941

　　流動資産合計 1,456,658 1,547,620

　固定資産

　　有形固定資産

　　　建物及び構築物（純額） 285,009 290,845

　　　機械装置及び運搬具（純額） 432,912 464,379

　　　土地 247,214 245,589

　　　その他（純額） 96,416 100,853

　　　有形固定資産合計 1,061,551 1,101,666

　　無形固定資産

　　　のれん 179,937 179,201

　　　その他 65,268 115,372

　　　無形固定資産合計 245,205 294,573

　　投資その他の資産

　　　投資有価証券 353,878 387,100

　　　その他 192,318 183,109

　　　貸倒引当金 △1,852 △1,761

　　　投資その他の資産合計 544,344 568,448

　　固定資産合計 1,851,100 1,964,687

　資産合計 3,307,758 3,512,307  
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(単位：百万円)

前連結会計年度

(平成25年３月31日)

当第３四半期連結会計期間

(平成25年12月31日)

負債の部

　流動負債

　　支払手形及び買掛金 416,980 456,519

　　短期借入金 315,551 326,443

　　1年内返済予定の長期借入金 150,026 178,792

　　1年内償還予定の社債 10,000 55,040

　　1年内償還予定の新株予約権付社債 70,000 -

　　未払法人税等 24,083 14,867

　　賞与引当金 35,210 17,860

　　災害損失引当金 990 215

　　その他の引当金 13,506 13,032

　　その他 217,430 226,924

　　流動負債合計 1,253,776 1,289,692

　固定負債

　　社債 200,000 225,070

　　長期借入金 453,222 479,902

　　退職給付引当金 126,713 133,411

　　訴訟損失等引当金 8,392 7,551

　　その他の引当金 11,130 10,971

　　その他 51,209 72,230

　　固定負債合計 850,666 929,135

　負債合計 2,104,442 2,218,827

純資産の部

　株主資本

　　資本金 50,000 50,000

　　資本剰余金 317,693 317,722

　　利益剰余金 479,083 498,751

　　自己株式 △11,280 △11,787

　　株主資本合計 835,496 854,686

　その他の包括利益累計額

　　その他有価証券評価差額金 13,959 28,296

　　繰延ヘッジ損益 1,018 591

　　土地再評価差額金 1,581 1,581

　　為替換算調整勘定 △31,639 2,789

　　在外子会社の年金債務調整額 △4,912 △4,526

　　その他の包括利益累計額合計 △19,993 28,731

　新株予約権 565 521

　少数株主持分 387,248 409,542

　純資産合計 1,203,316 1,293,480

負債純資産合計 3,307,758 3,512,307  
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書 

   （四半期連結損益計算書） 

（第３四半期連結累計期間） 

（単位：百万円）

前第３四半期連結累計期間
(自 平成24年４月１日

  至 平成24年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日

  至 平成25年12月31日)

売上高 2,305,782 2,481,556

売上原価 1,815,747 1,966,075

売上総利益 490,035 515,481

販売費及び一般管理費

　販売費 91,512 93,333

　一般管理費 324,974 334,359

　販売費及び一般管理費合計 416,486 427,692

営業利益 73,549 87,789

営業外収益

　受取利息 1,441 1,794

　受取配当金 6,497 5,190

　持分法による投資利益 2,819 987

　為替差益 3,495 9,976

　その他 7,848 6,470

　営業外収益合計 22,100 24,417

営業外費用

　支払利息 11,242 11,775

　出向者労務費差額 5,283 3,715

　その他 8,940 12,306

　営業外費用合計 25,465 27,796

経常利益 70,184 84,410

特別利益

　仲裁裁定に伴う特別利益 － 11,011

　投資有価証券売却益 2,011 10,299

　固定資産売却益 3,860 2,005

　その他 3,989 3,797

　特別利益合計 9,860 27,112

特別損失

　減損損失 6,319 1,870

　固定資産除売却損 3,094 1,535

　その他 11,980 1,864

　特別損失合計 21,393 5,269

税金等調整前四半期純利益 58,651 106,253

法人税、住民税及び事業税 31,378 33,841

法人税等調整額 △ 1,991 9,630

法人税等合計 29,387 43,471

少数株主損益調整前四半期純利益 29,264 62,782

少数株主利益 20,102 25,397

四半期純利益 9,162 37,385  
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   （四半期連結包括利益計算書） 

（第３四半期連結累計期間） 

(単位：百万円)

前第３四半期連結累計期間

(自 平成24年４月１日

　至 平成24年12月31日)

当第３四半期連結累計期間

(自 平成25年４月１日

　至 平成25年12月31日)

少数株主損益調整前四半期純利益 29,264 62,782

その他の包括利益

　その他有価証券評価差額金 △ 899 14,718

　繰延ヘッジ損益 1,089 △ 657

　為替換算調整勘定 51 35,862

　在外子会社の年金債務調整額 477 395

　持分法適用会社に対する持分相当額 1,525 6,534

　その他の包括利益合計 2,243 56,852

四半期包括利益 31,507 119,634

（内訳）

　親会社株主に係る四半期包括利益 10,048 86,435

　少数株主に係る四半期包括利益 21,459 33,199
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（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書 

     

（単位：百万円）

前第３四半期連結累計期間
(自 平成24年４月１日

  至 平成24年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日

  至 平成25年12月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

　税金等調整前四半期純利益 58,651 106,253

　減価償却費 96,401 92,122

　のれん償却額 8,811 10,448

　受取利息及び受取配当金 △ 7,938 △ 6,984

　持分法による投資損益（△は益） △ 2,819 △ 987

　為替差損益(△は益) △ 592 △ 1,490

　支払利息 11,242 11,775

　売上債権の増減額 (△は増加) 13,425 △ 32,146

　たな卸資産の増減額 (△は増加) △ 10,168 △ 7,981

　仕入債務の増減額(△は減少) △ 6,087 7,613

　退職給付引当金の増減額(△は減少） 13,290 6,298

　その他 773 △ 8,928

　小計 174,989 175,993

　利息及び配当金の受取額 10,953 8,949

　利息の支払額 △ 9,535 △ 10,020

　法人税等の支払額又は還付額（△は支払） △ 33,020 △ 39,868

　営業活動によるキャッシュ・フロー 143,387 135,054

投資活動によるキャッシュ・フロー

　定期預金の預入による支出 △ 1,540 △ 9,435

　定期預金の払戻による収入 1,415 5,319

　有価証券の取得による支出 △ 42,250 △ 27,250

　有価証券の売却及び償還による収入 49,730 48,098

　有形固定資産の取得による支出 △ 96,502 △ 86,567

　有形固定資産の売却による収入 7,538 4,656

　投資有価証券の取得による支出 △ 14,057 △ 63,653

　投資有価証券の売却及び償還による収入 15,114 30,203

　連結の範囲の変更を伴う子会社株式の取得
　による支出

△ 301 △ 22,655

　連結の範囲の変更を伴う子会社株式の売却
　による収入

32 -

  貸付けによる支出 △ 406 △ 422

  貸付金の回収による収入 739 544

  その他 1,140 △ 2,252

　投資活動によるキャッシュ・フロー △ 79,348 △ 123,414
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（単位：百万円）

前第３四半期連結累計期間
(自 平成24年４月１日

  至 平成24年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日

  至 平成25年12月31日)

財務活動によるキャッシュ・フロー

　短期借入金の純増減額(△は減少) 1,550 △ 8,819

　コマーシャル・ペーパーの増減額
　(△は減少)

△ 40,000 -

　長期借入れによる収入 20,683 100,841

　長期借入金の返済による支出 △ 48,835 △ 61,497

　社債の発行による収入 49,751 79,594

　社債の償還による支出 △ 10,000 △ 80,000

　配当金の支払額 △ 16,237 △ 17,700

　少数株主への配当金の支払額 △ 18,269 △ 15,634

　その他 1,005 △ 238

　財務活動によるキャッシュ・フロー △ 60,352 △ 3,453

現金及び現金同等物に係る換算差額 △ 187 13,829

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 3,500 22,016

現金及び現金同等物の期首残高 133,055 153,120

連結の範囲の変更に伴う現金及び現金同等物
の増減額（△は減少）

348 -

現金及び現金同等物の四半期末残高 136,903 175,136  
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（４）四半期連結財務諸表に関する注記事項 
 
（継続企業の前提に関する注記） 

 
該当事項はありません。 

 
 
（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記） 
 

当第３四半期連結累計期間（自 平成 25年４月１日 至 平成 25年 12月 31日） 
 
該当事項はありません。 

 
 

（セグメント情報等） 

【セグメント情報】 

Ⅰ 前第３四半期連結累計期間（自 平成 24年４月１日 至 平成 24年 12月 31日） 
１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

（単位：百万円）

エレクトロニ

クス・アプリ

ケーションズ

デザインド・

マテリアルズ
ヘルスケア ケミカルズ ポリマーズ 計

売上高

　 外部顧客への売上高 88 ,761 515 ,601 393 ,163 665 ,804 506 ,566 2 ,169 ,895 135 ,887 2 ,305 ,782 - 2 ,305 ,782

　 セグメント間の内部

   売上高又は振替高
3 ,580 17 ,086 1 ,333 117 ,421 48 ,126 187 ,546 91 ,350 278 ,896 △ 278 ,896 -

計 92 ,341 532 ,687 394 ,496 783 ,225 554 ,692 2 ,357 ,441 227 ,237 2 ,584 ,678 △ 278 ,896 2 ,305 ,782

セグメント利益又は損失(△) △ 3 ,155 16 ,988 64 ,242 △ 2 ,432 500 76 ,143 3 ,637 79 ,780 △ 6 ,231 73 ,549

調整額

（注２）

四半期連結

損益計算書

計上額

（注３）

報告セグメント

その他

（注１）
合計

 
（注）１ 「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、その主なものはエンジニアリング、運送及び倉

庫業であります。 

   ２ セグメント利益の調整額△6,231 百万円には、各報告セグメントに配分していない全社費用△5,908 百万円及びセグメント

間消去取引△323百万円が含まれております。全社費用は、報告セグメントに帰属しない基礎的試験研究費等であります。 

   ３ セグメント利益又は損失の合計と調整額の合計は、四半期連結損益計算書の営業利益と一致しております。 
  
 

Ⅱ 当第３四半期連結累計期間（自 平成 25年４月１日 至 平成 25年 12月 31日） 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 
（単位：百万円）

エレクトロニ

クス・アプリ

ケーションズ

デザインド・

マテリアルズ
ヘルスケア ケミカルズ ポリマーズ 計

売上高

　 外部顧客への売上高 85 ,624 558 ,360 405 ,664 707 ,103 579 ,703 2 ,336 ,454 145 ,102 2 ,481 ,556 - 2 ,481 ,556

　 セグメント間の内部

   売上高又は振替高
2 ,355 17 ,448 1 ,744 123 ,612 54 ,750 199 ,909 88 ,333 288 ,242 △ 288 ,242 -

計 87 ,979 575 ,808 407 ,408 830 ,715 634 ,453 2 ,536 ,363 233 ,435 2 ,769 ,798 △ 288 ,242 2 ,481 ,556

セグメント利益又は損失(△) △ 4 ,309 33 ,663 62 ,950 △ 1 ,098 △ 749 90 ,457 2 ,051 92 ,508 △ 4 ,719 87 ,789

四半期連結

損益計算書

計上額

（注３）

報告セグメント

その他

（注１）
合計

調整額

（注２）

 
（注）１ 「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、その主なものはエンジニアリング、運送及び倉

庫業であります。 

   ２ セグメント利益の調整額△4,719 百万円には、各報告セグメントに配分していない全社費用△5,275 百万円及びセグメント

間消去取引 556百万円が含まれております。全社費用は、報告セグメントに帰属しない基礎的試験研究費等であります。 

   ３ セグメント利益又は損失の合計と調整額の合計は、四半期連結損益計算書の営業利益と一致しております。 

  ４ 国内連結子会社のうち、定率法を採用していた会社は、有形固定資産の減価償却方法について、定額法に変更しております。

これに伴い、従来の方法によった場合に比べて、当第３四半期連結累計期間のセグメント利益がエレクトロニクス・アプ

リケーションズセグメントで 512 百万円、デザインド・マテリアルズセグメントで 5,147 百万円、ヘルスケアセグメント

で 741百万円、ケミカルズセグメントで 1,043百万円、ポリマーズセグメントで 978百万円、それ以外で 521百万円増加

しております。 
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（企業結合等） 

１ 取得原価の当初配分額に重要な修正がなされた場合の修正内容及び金額 
第２四半期連結会計期間におけるメディカゴ社株式の取得は、決算日直前に行われたため、企業会計基準適用指

針第 10号「企業結合会計基準及び事業分離等会計基準に関する適用指針」第 69項の定めに基づき、メディカゴ

社の一部の資産及び負債について暫定的な会計処理を行っておりました。 
当第３四半期連結会計期間において取得価額の配分手続きを完了いたしました。これに伴う第２四半期連結会計

期間末からののれんの修正金額は、次の通りであります。 
 

修正科目     のれんの修正金額 
のれん（修正前）   20,098百万円 

 無形固定資産   △29,797 
 繰延税金負債     8,015 

 少数株主持分     8,713 

 修正金額合計   △13,069 
のれん（修正後）    7,029 

 

     なお、当該のれんの償却期間は 15年であります。 

      



２０１４年３月期（平成２６年３月期）
第３四半期 決算説明

三菱ケミカルホールディングス
２０１4年 ２月５日

1



2

＜２０１４年３月期第３四半期　連結決算＞

・前期比較　連結損益計算書 ・・・ 4

・前期比較　＜事業セグメント別＞売上高及び営業利益 ・・・ 5

・前期比較　＜事業セグメントの内訳別＞売上高及び営業利益 ・・・ 6

・前期比較　営業利益増減要因 ・・・ 8

・前期比較　特別損益 ・・・ 9

・財政状態　連結キャッシュ・フロー計算書 ・・・ 10

・財政状態　連結貸借対照表 ・・・ 11

・前期比較　連結包括利益計算書 ・・・ 12

＜２０１４年３月期　通期業績予想修正＞

・業績予想　連結損益計算書 ・・・ 14

・業績予想　＜事業セグメント別＞売上高及び営業利益 ・・・ 15

・業績予想　＜事業セグメントの内訳別＞売上高及び営業利益 ・・・ 16

・業績予想　特別損益 ・・・ 18

目　　　次



２０１４年３月期（平成２６年３月期）
第３四半期 連結決算

3



連結損益計算書

4
対前期増減（３Q累計）

営業外損益：為替差益＋65 他

為替ﾚｰﾄ（\/$） 102.1 99.8 82.8 80.2 19.6
在外12月決算会社ＰＬ換算為替ﾚｰﾄ（\/$） 98.1 96.6 78.1 79.2 17.4
ナフサ単価(\/kl） 67,800 65,730 55,800 55,400 10,330

（億円）

　売上高 8,700 24,816 7,760 23,058 1,758 7.6%

　営業利益 364 878 324 735 143 19.4%

　金融収支 △ 21 △ 48 △ 20 △ 33 △ 15

　(内、受取配当金) (14) (52) (12) (65) (△ 13)

　持分法損益 0 10 26 28 △ 18

　営業外損益 △ 1 4 33 △ 28 32

　経常利益 342 844 363 702 142 20.3%

　特別利益 34 271 10 99 172

　特別損失 △ 24 △ 52 △ 88 △ 214 162

　税引前利益 352 1,063 285 587 476

　税金費用 △ 154 △ 435 △ 137 △ 294 △ 141

少数株主損益調整前
四半期純利益 198 628 148 293 335

　少数株主損益 △ 97 △ 254 △ 89 △ 201 △ 53

　四半期純利益 101 374 59 92 282 308.0%

  四半期包括利益 272 1,196 209 315 881

　 親会社株主に係る四半期包括利益 155 864 105 100 764

　 少数株主に係る四半期包括利益 117 332 104 215 117

増減率３Ｑ３Ｑ
14/3月期
３Ｑ累計

13/3月期
３Ｑ累計

３Ｑ累計
増減



＜事業セグメント別＞ 売上高及び営業利益

5

（億円）

１Ｑ ２Ｑ ３Ｑ

売上高 7,813 8,303 8,700 24,816 23,058 1,758

営業利益 235 279 364 878 735 143

売上高 284 284 288 856 888 △ 32

営業利益 △ 12 △ 14 △ 17 △ 43 △ 32 △ 11

売上高 1,772 1,888 1,924 5,584 5,156 428

営業利益 111 113 113 337 170 167

売上高 1,276 1,271 1,510 4,057 3,932 125

営業利益 186 165 278 629 642 △ 13

売上高 2,233 2,375 2,463 7,071 6,658 413

営業利益 △ 14 16 △ 13 △ 11 △ 24 13

売上高 1,808 1,994 1,995 5,797 5,065 732

営業利益 △ 14 4 2 △ 8 5 △ 13

売上高 440 491 520 1,451 1,359 92

営業利益 △ 5 9 17 21 36 △ 15

売上高 - - - - - -

営業利益 △ 17 △ 14 △ 16 △ 47 △ 62 15
コーポレート

14/3月期

３Ｑ累計

ポリマーズ

その他

ケミカルズ

13/3月期

３Ｑ累計
増減

ｴﾚｸﾄﾛﾆｸｽ・ｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝｽﾞ

全社

ヘルスケア

ﾃﾞｻﾞｲﾝﾄﾞ・ﾏﾃﾘｱﾙｽﾞ



（億円）

１Ｑ ２Ｑ ３Ｑ

売上高 284 284 288 856 888 △ 32

営業利益 △ 12 △ 14 △ 17 △ 43 △ 32 △ 11

売上高 1,216 1,309 1,344 3,869 3,578 291

営業利益 55 61 60 176 54 122

売上高 556 579 580 1,715 1,578 137

営業利益 56 52 53 161 116 45

売上高 1,039 989 1,203 3,231 3,225 6

営業利益 174 155 261 590 623 △ 33

売上高 237 282 307 826 707 119

営業利益 12 10 17 39 19 20

機能化学

マ
テ
リ
ア
ル
ズ

デ
ザ
イ
ン
ド
・

増減

機能成形

13/3月期

３Ｑ累計
14/3月期

３Ｑ累計

ｴﾚｸﾄﾛﾆｸｽ・ｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝｽﾞ

診断検査
・製薬材料

医薬品ヘ
ル
ス
ケ
ア

＜事業セグメントの内訳別＞ 売上高及び営業利益

営業利益増減コメント（主要因）

①記録メディア減販、赤色蛍光体価格下落 他

②アルミ樹脂複合板、炭素繊維増販及び円安効果 他

③OPLフィルム増販及び円安効果 他

④海外からの技術料収入増加も、国内医療用医薬品の減販や品目構成差により減益 他

⑤クオリカプス新規連結、診断検査増益 他

＊セグメント内訳の数値は、説明を目的とした概算値であります。

①

③

②

6

④

⑤



（億円）

１Ｑ ２Ｑ ３Ｑ

売上高 1,717 1,868 1,952 5,537 4,895 642

営業利益 △ 39 △ 2 △ 38 △ 79 △ 130 51

売上高 516 507 511 1,534 1,763 △ 229

営業利益 25 18 25 68 106 △ 38

売上高 1,127 1,237 1,294 3,658 3,158 500

営業利益 △ 12 4 6 △ 2 △ 46 44

売上高 681 757 701 2,139 1,907 232

営業利益 △ 2 0 △ 4 △ 6 51 △ 57

増減
13/3月期

３Ｑ累計
14/3月期

３Ｑ累計

ＭＭＡ及びｱｸﾘﾙ樹脂

ﾎﾟﾘｵﾚﾌｨﾝ/
その他合成樹脂

炭素

ケ
ミ
カ
ル
ズ

ポ
リ
マ
ー

ズ

基礎化学品
①

②

③

④

＜事業セグメントの内訳別＞ 売上高及び営業利益

営業利益増減コメント（主要因）

①エチレン稼働率上昇による赤字縮小 他

②コークス堅調も、高純度グラファイト前期技術料収入、合成ゴムスプレッド縮小 他

③ポリオレフィン収益改善、機能性樹脂関連の買収及び増販 他

④アジア市況低迷によるMMAスプレッド縮小、米国工場立ち上げ遅れによるコスト増 他

＊セグメント内訳の数値は、説明を目的とした概算値であります。

7

１Ｑ ２Ｑ ３Ｑ

ケミカルズ（基礎化学品） △ 14 4 16 6 12 △ 6

ケミカルズ（炭素） 2 △ 1 △ 2 △ 1 △ 5 4

ポリマーズ 36 7 25 68 28 40

合計 24 10 39 73 35 38

当期

３Ｑ累計

前期

３Ｑ累計
増減受払差



（億円）

売買差 数量差 ｺｽﾄ削減 受払差他

全社 878 735 143 △ 65 9 194 5

ｴﾚｸﾄﾛﾆｸｽ・ｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝｽﾞ △ 43 △ 32 △ 11 △ 14 △ 24 38 △ 11

ﾃﾞｻﾞｲﾝﾄﾞ・ﾏﾃﾘｱﾙｽﾞ 337 170 167 30 52 42 43

ヘルスケア 629 642 △ 13 12 △ 16 8 △ 17

ケミカルズ △ 11 △ 24 13 △ 60 △ 10 56 27

ポリマーズ △ 8 5 △ 13 △ 33 12 32 △ 24

その他 21 36 △ 15 － △ 5 16 △ 26

コーポレート △ 47 △ 62 15 － － 2 13

14/3月期
３Ｑ累計

13/3月期
３Ｑ累計

増減

営業利益増減要因

※ 受払差他には、減価償却制度統一影響の金額が含まれております。

8

※



特別損益

9

（億円）

 特別損益 10 219 △ 115 334

 特別利益 34 271 99 172

仲裁裁定に伴う特別利益 - 110 - 110

投資有価証券売却益 25 103 20 83

固定資産売却益 1 20 39 △ 19

その他 8 38 40 △ 2

 特別損失 △ 24 △ 52 △ 214 162

構造改革費用 △ 5 △ 10 △ 109 99

減損損失 △ 6 △ 16 △ 11 △ 5

固定資産整理損 △ 5 △ 15 △ 24 9

その他 △ 8 △ 11 △ 70 59

14/3月期
３Ｑ累計

13/3月期
３Ｑ累計

増減３Ｑ



財政状態 連結キャッシュ・フロー計算書

10

（億円）

　営業活動によるＣＦ 1,350 1,434 1,350 1,434

　税前損益 1,063 587 1,063 587

　減価償却費 921 964 921 964

　のれん償却額 104 88 104 88

　営業債権債務 △ 245 73 △ 245 73

　棚卸資産 △ 80 △ 101 △ 80 △ 101

　その他 △ 413 △ 177 △ 413 △ 177

　投資活動によるＣＦ △ 1,234 △ 794 △ 1,491 △ 857

　設備投資 △ 884 △ 985 △ 884 △ 985

　資産売却 304 217 304 217

　投融資 他 △ 654 △ 26 △ 911 △ 89

　ＦＣＦ 116 640 △ 141 577

　財務活動によるＣＦ △ 34 △ 603

　有利子負債 301 △ 269

　配当 他 △ 335 △ 334

82 37

138 1

1,531 1,331

1,751 1,369

　現金及び現金同等物の増減

　為替換算差額等

　現金及び現金同等物期首残高

　現金及び現金同等物期末残高

財務諸表ベース 手元運用資金を除く実質

14/3月期
３Ｑ累計

13/3月期
３Ｑ累計

14/3月期
３Ｑ累計

手元運用資金の
影響（+257）除く

13/3月期
３Ｑ累計

手元運用資金の
影響（+63）除く

※大陽日酸社増資引受、メディカゴ社取得、

クオドラント社完全子会社化 他

※



財政状態 連結貸借対照表
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（億円） （億円）

 現預金 1,420 1,160 260  有利子負債 12,652 11,988 664

 たな卸資産 5,757 5,470 287  営業債務 4,565 4,170 395

 営業債権 6,474 5,882 592  その他負債 4,971 4,887 84

 その他流動資産 1,825 2,055 △ 230 負債計 22,188 21,045 1,143

流動資産計 15,476 14,567 909  株主資本 8,547 8,355 192

 固定資産 12,170 11,268 902  その他の包括利益累計額 287 △ 200 487

 のれん 1,792 1,799 △ 7  少数株主持分他 4,101 3,878 223

 投融資等 5,685 5,444 241 純資産計 12,935 12,033 902

固定資産計 19,647 18,511 1,136

資産合計 35,123 33,078 2,045 負債・純資産計 35,123 33,078 2,045

13/12月末 13/3月末 増減

ネット有利子負債※ 10,089 9,386 703

ネットＤ/Ｅレシオ 1.14 1.15 △ 0.01
ネットＤ/Ｅレシオ（少数株主持分含む） 0.78 0.78 0.00

自己資本 8,834 8,155 679

自己資本比率 25.1% 24.6% 0.5%

※ネット有利子負債（13/12月末）
　=有利子負債(含割手)12,652億円-(現金・現金同等物1,751億円+手元運用資金残高812億円)

増減13/12月末 13/3月末 増減 13/12月末 13/3月末



連結包括利益計算書
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在外12月決算会社ＢＳ換算為替ﾚｰﾄ（\/$） 13/09E 12/12E 97.8 86.6
在外3月決算会社ＢＳ換算為替ﾚｰﾄ（\/$） 13/12E 13/03E 105.4 94.1

在外12月決算会社ＢＳ換算為替ﾚｰﾄ（\/€） 13/09E 12/12E 131.9 114.7
在外3月決算会社ＢＳ換算為替ﾚｰﾄ（\/€） 13/12E 13/03E 145.1 120.7

（億円）

14/3月期
３Ｑ累計

13/3月期
３Ｑ累計

増減

374 92 282

254 201 53

628 293 335

147 △ 9 156
△ 7 11 △ 18
359 0 359

4 5 △ 1
65 15 50

568 22 546

1,196 315 881

864 100 764

332 215 117

四半期純利益

少数株主利益

少数株主損益調整前四半期純利益

その他の包括利益：
　その他有価証券評価差額金

　親会社株主に係る四半期包括利益

　少数株主に係る四半期包括利益

　繰延ヘッジ損益

　為替換算調整勘定

　在外子会社の年金債務調整額

　持分法適用会社に対する持分相当額

その他の包括利益合計

四半期包括利益



２０１４年３月期（平成２６年３月期）

通期業績予想修正

最近の業績の動向等を踏まえ、10月31日に公表いたしました通期連結業績
予想を修正いたします。

13



業績予想 連結損益計算書
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為替ﾚｰﾄ（\/$） 98.6 101.1 99.9 83.3 16.6 98.3
在外12月決算会社PL換算為替ﾚｰﾄ（\/$） 95.9 100.1 98.0 80.1 17.9 97.0

ナフサ単価(\/kl） 64,700 69,900 67,300 57,500 9,800 65,925

（億円） ＜参考＞

上期
実績

下期
予想

　売上高 16,116 18,884 35,000 30,886 4,114 35,000

　営業利益 514 586 1,100 902 198 1,330

　金融収支 △ 27 △ 43 △ 70 △ 41 △ 29 △ 80

　(内、受取配当金) (38) (32) (70) (89) (△ 19) (65)

　持分法損益 10 △ 5 5 32 △ 27 45

　営業外損益 5 △ 40 △ 35 △ 22 △ 13 △ 45

　経常利益 502 498 1,000 871 129 1,250

　特別利益 237 48 285 212 73 260

　特別損失 △ 28 △ 217 △ 245 △ 254 9 △ 220

　税引前利益 711 329 1,040 829 211 1,290

　税金費用 △ 281 △ 199 △ 480 △ 401 △ 79 △ 520

少数株主損益調整前
当期純利益 430 130 560 428 132 770

　少数株主損益 △ 157 △ 123 △ 280 △ 242 △ 38 △ 310

　当期純利益 273 7 280 186 94 460

10/31発表
通期
予想

増減
14/3月期

通期
予想

13/3月期
通期
実績



業績予想 ＜事業セグメント別＞ 売上高及び営業利益
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（億円） ＜参考＞

上期
実績

下期
予想

売上高 16,116 18,884 35,000 30,886 4,114 35,000

営業利益 514 586 1,100 902 198 1,330

売上高 568 782 1,350 1,182 168 1,400

営業利益 △ 26 △ 34 △ 60 △ 51 △ 9 △ 35

売上高 3,660 4,290 7,950 6,897 1,053 8,100

営業利益 224 236 460 225 235 495

売上高 2,547 2,843 5,390 5,144 246 5,390

営業利益 351 364 715 749 △ 34 725

売上高 4,608 4,892 9,500 9,036 464 9,400

営業利益 2 △ 32 △ 30 △ 2 △ 28 55

売上高 3,802 4,798 8,600 6,757 1,843 8,500

営業利益 △ 10 40 30 1 29 120

売上高 931 1,279 2,210 1,870 340 2,210

営業利益 4 46 50 65 △ 15 50

売上高 - - - - - -

営業利益 △ 31 △ 34 △ 65 △ 85 20 △ 80

14/3月期
通期
予想

13/3月期
通期
実績

増減
10/31発表

通期
予想

全社

ｴﾚｸﾄﾛﾆｸｽ・ｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝｽﾞ

ﾃﾞｻﾞｲﾝﾄﾞ・ﾏﾃﾘｱﾙｽﾞ

ヘルスケア

ケミカルズ

ポリマーズ

その他

コーポレート



（億円）

上期
実績

３Ｑ
実績

４Ｑ
予想

売上高 568 288 494 1,350 1,182 168

営業利益 △ 26 △ 17 △ 17 △ 60 △ 51 △ 9

売上高 2,525 1,344 1,581 5,450 4,780 670

営業利益 116 60 39 215 76 139

売上高 1,135 580 785 2,500 2,117 383

営業利益 108 53 84 245 149 96

売上高 2,028 1,203 959 4,190 4,191 △ 1

営業利益 329 261 85 675 735 △ 60

売上高 519 307 374 1,200 953 247

営業利益 22 17 1 40 14 26

14/3月期
通期
予想

13/3月期
通期
実績

増減

ｴﾚｸﾄﾛﾆｸｽ・ｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝｽﾞ

マ
テ
リ
ア
ル
ズ

デ
ザ
イ
ン
ド
・

機能成形

機能化学

ヘ
ル
ス
ケ
ア

医薬品

診断検査
・製薬材料

業績予想 ＜事業セグメントの内訳別＞ 売上高及び営業利益

＊セグメント内訳の数値は、説明を目的とした概算値であります。

16



（億円）

上期
実績

３Ｑ
実績

４Ｑ
予想

売上高 3,585 1,952 1,863 7,400 6,786 614

営業利益 △ 41 △ 38 △ 41 △ 120 △ 130 10

売上高 1,023 511 566 2,100 2,250 △ 150

営業利益 43 25 22 90 128 △ 38

売上高 2,364 1,294 1,442 5,100 4,253 847

営業利益 △ 8 6 32 30 △ 60 90

売上高 1,438 701 1,361 3,500 2,504 996

営業利益 △ 2 △ 4 6 0 61 △ 61

14/3月期
通期
予想

13/3月期
通期
実績

増減

ケ
ミ
カ
ル
ズ

基礎化学品

炭素

ポ
リ
マ
ー

ズ

ﾎﾟﾘｵﾚﾌｨﾝ/
その他合成樹脂

ＭＭＡ及びｱｸﾘﾙ樹脂

業績予想 ＜事業セグメントの内訳別＞ 売上高及び営業利益

＊セグメント内訳の数値は、説明を目的とした概算値であります。

17

上期

実績

３Ｑ

実績

４Ｑ

予想

14/3月期

通期

予想

13/3月期

通期

実績

ケミカルズ（基礎化学品） △ 10 16 △ 15 △ 9 60 △ 69

ケミカルズ（炭素） 1 △ 2 0 △ 1 △ 4 3

ポリマーズ 43 25 28 96 81 15

合計 34 39 13 86 137 △ 51

受払差 増減



業績予想 特別損益
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（億円）

 特別損益 209 10 △ 179 40

 特別利益 237 34 14 285

 特別損失 △ 28 △ 24 △ 193 △ 245

構造改革費用 △ 5 △ 5 △ 155 △ 165

固定資産整理損 他 △ 23 △ 19 △ 38 △ 80

14/3月期
通期予想

上期
実績

３Ｑ
実績

４Ｑ
予想



本説明会および本資料における見通しは、現時点で入手可能な情報により当社が
判断したものです。実際の業績は様々なリスク要因や不確実な要素により、業績予想
と大きく異なる可能性があります。

当社グループは情報電子関連製品、機能化学製品、樹脂加工品、医薬品、炭素・
無機製品、石化製品等、非常に多岐に亘る事業を行っており、その業績は国内外の
需要、為替、ナフサ・原油等の原燃料価格や調達数量、製品市況の動向、技術革新
のスピード、薬価改定、製造物責任、訴訟、法規制等によって影響を受ける可能性が
あります。
但し、業績に影響を及ぼす要素はこれらに限定されるものではありません。

19
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